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協会は 1954年に、 f図番館員養成課程基準j を改定して、 rs塁審館学教育基準J7lを



































作成機翻‘団体 発表年 名称 単位数 終f3内務
1950年 修得科呂 15 なし
文悲喜省・ 1968年 務得科目 19 なし
文部科学省 1996年 修得科目 20 有
2009年 修得科呂 24 有
1949年 図書館員養成課程基準 20 なし
1954年 図書館学教育基準 38 なし
大学基準也会
1977年 図3書館学・情報学教育基準 38 なし
1982年 図書館・情報学教育に関する基準およびその実施方法 38 なし
1965年 図書館学教膏改善説案 20~38 革Z
日図i畠
1972年 図書館学教育改善試薬 22~38 なし
















1996年に 2由自の改定が行われた。必修科目 18単位、選択科目 2単位、合計20単位か













第二に、 1950年以後、約 60年にわたって継続して検討されている。改定の間隔は、 1950
"-'68年が 18年、 1968"-'96年が 28年、 1996"'2009年が 13年である。全般的に長期間で、

































































委員会(小委員会)中間報告第一次中間報告)を発表し、 1965年 3月に、第 1次中間
報告に対するアンケート鶏査の結果である「図書館学教育改善委員会第二次中間報告j を







4つの課程は、それぞれ、 rA 必修科呂、 E 選択科目、 C 関連科呂、 D その{也、iの4
種類に分かれており、 rA必修科白 j の中は部門知jに分かれている。公共図響額では、l.
基礎部門 (2科目)、 2.経営・管理部門 (2科目、 3.奉仕部門 (2科刻、 4 資料部門 (5





必修科自 30単位、選択科目 6単位 関連科目 28単位、その他
.大学図書館
必修科目 30単位、選択科目 8単位、 関連科目、その他
・特殊専門図書館















































































































る総合的研究(最終報告書)J (W 日本図言書館情報学会誌~ 52 (2)、pp.101<~128 、 2006)













10) f図書館・情報学教育基準J ((í会報~ (財団法人大学基準協会)no.35、pp.68-69、
1977) 
11)日本図書館協会『図書館関係法規基準集』日本図書館協会、 1983、p.209-210
12)沢本孝久「図書館学教育研究委員会報告J ((í会報~ (財団法人大学基準協会)no.35、
pp.41-49、1977)p.47 
13) 宮本図書館協会編『図書館学教育改善委員会報告』日本図書舘協会、 1965、23p
132-
